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町再生へ、「F-BICC（エフ・ビック）」始動。

双葉町産業交流センター
町の産業復興や観光交流などの中核を担う複合施設｢F-BICC（エフ・ビック）｣。フー
ドコートやレストラン、土産物店が営業しています。新たにコンビニエンスストアも
オープンしました。町全体を見渡せる屋上も利用できます。

双葉町中野字高田 1-1　
休 年末年始　
時 9:00 〜 18:00
交 JR 常磐線 双葉駅から車で
　 約 5 分（シャトルバス運行中）
問双葉町産業交流センター　
　 ☎ 0240-23-7212

中野地区へ、らくらくアクセス。

シェアサイクル、シャトルバス、カーシェアリング
双葉町産業交流センター、東日本大震災・原子力災害伝承館、復興祈念公園
が集まる中野地区。双葉駅からのアクセスが充実していて快適に移動できます。

双葉駅東口
問シェアサイクル、カーシェアリング／双葉町 復興推進課　☎ 0240-33-0127
　シャトルバス／東北アクセス　☎ 0244-23-2964

あの日の経験を、未来の教訓に。

東日本大震災・原子力災害伝承館
2011 年３月に発生した東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故。
さまざまな展示物や映像資料等を通して、未曽有の複合災害を経験し復興へと歩ん
できた福島の記録と記憶を、防災・減災の教訓として未来へつないでいく施設です。

双葉町中野字高田 39
休 火曜、 年末年始　時 9:00 〜 17:00
交 JR 常磐線 双葉駅から車で約 5 分
　（シャトルバス運行中）
問 東日本大震災・原子力災害伝承館
　 ☎ 0240-23-4402

中野地区復興産業拠点
復興の先駆けとなる“働く拠点”として整備された「中野地区復
興産業拠点」は、約 50 ヘクタールという広大な敷地を備えてお
り、東日本大震災を伝承し復興を祈念するエリアとして、アーカイ
ブ拠点施設「東日本大震災・原子力災害伝承館」や「復興祈念公園」
を整備しています。

 双葉町中野地内　交 JR 常磐線 双葉駅から車で約５分

双葉町の未来をはじめるための「いえ」。

駅西住宅
町に帰還する人や、移住・転入を希望する人のために、JR 双葉駅西側地区に
おいて「なりわい暮らし」をキーコンセプトとした公営住宅を整備しています。
2022 年 10 月から先行入居が始まり、2024 年５月末には全 86 戸が完成予
定です。

 双葉町長塚町西 11-11
交 JR 常磐線 双葉駅から徒歩約 5 分

ふるさとの音を奏で続ける。

標
し ね は

葉せんだん太鼓
震災前から長く双葉町を中心に活動
する創作和太鼓集団。震災で団員が
散り散りになりましたが、活動の灯を
ともし続けています。ダルマ市など
町の催しには欠かせない太鼓です。

次代へ受け継ぐ伝統の舞。

奉納神楽
震災前、町内の各地区で盛んだった
奉納神楽。震災後一度は途絶えて
いた地元の神楽を再開させようとい
う動きが徐々に広がりつつあり、町
の催しで披露されることも。

ダルマ尽くしの熱い催し。

双葉町ダルマ市
毎年１月の３連休の土日に開催されます。2023 年は 12 年ぶ
りに双葉町内で開催され、約 3,200 人が来場しました。子
供樽神輿やダルマ神輿、双葉ダルマの販売のほか、「北が勝
てば豊年満作、南が勝てば商売繁盛」とされる巨大ダルマ引
きも行われます。露店が数多く出店し、ステージイベントも
目白推しの、どなたでも楽しめるイベントです！
問双葉町観光協会　☎ 0246-88-9855

双葉の魅力は、ダルマ抜きでは語れない。

双葉町
2022 年 8月、町内一部の避難指示が解除され、震災か
ら11年 5カ月ぶりに居住が再開された双葉町。賑わいを
取り戻すため、JR 双葉駅周辺を中心としたまちづくりを進
めていきます。

ずっと、ふるさと。

双葉町のさらに詳しい情報は
こちらから…

・双葉町 https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/ ・一般社団法人ふたばプロジェクト https://futaba-pj.or.jp/

立ち乗り型電動三輪車で町内散策！

C
シーウォークティー
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公道を走行可能なトヨタ自動車製の立ち
乗り型電動三輪車を県内で初導入。双
葉町産業交流センターに設置してあり、
誰でも利用可能です。詳しくは下記へ。

 双葉町中野字高田 1-1　休  年末年始　
時 10:00 〜 17:00
交 JR 常磐線 双葉駅から車で約５分
問双葉町産業交流センター
　 ☎ 0240-23-7212
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まちの新たな“交流拠点”。

フタバスーパーゼロミル・エアーかおる双葉丸
2023年4月、糸工場・タオルショップ・カフェを備えた新たな複合施設がオープン。
地域の“交流拠点”として、企業などが利用できる研修施設やイベントスペース
も設けています。また、復興・学び・産業観光などを目的としたツアーや視察
の受け入れなど、交流人口拡大に向けた取組も行っています。

 双葉町中野字舘ノ内 1-1　休  月曜　
時 10：00 〜 18：00
交 JR 常磐線 双葉駅から車で５分
問フタバスーパーゼロミル・エアーかおる双葉丸　☎ 0240-23-7646

F-3F-3

復興の先駆け、“働く拠点”

双
葉
駅

至浪江駅 至浪江町

至大熊町

復興シンボル 軸

双葉駅周辺

復興の先駆けとなる拠点エリア。

インフラ整備に貢献する工場

などがすでに稼働しています。
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←常磐双葉IC ここに特別な
マンホールが…

良好な住宅地を形成

するエリア。段階的に

公営住宅等の整備が

進められています。

双葉駅から双葉町産業交流センターまでの便利なアクセス

●シェアサイクル
（片道約5分～10分）

駅東口と産業交流センターに
貸出ポートあり

JR常磐線の
発着時間に連動

駅東口で貸出（要事前登録）

●シャトルバス
（片道約5分）

●カーシェアリング

………

…………

……
避難指示解除区域

駅から
車で約５分

「FUTABA ART District」
プロジェクトとして、駅前
の空き店舗や中野地区の
工場等に双葉町への思い
が込められた壁画アートが
描かれています。

Pick up
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